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す
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梨
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す
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則
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務
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当
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す
る
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則
の
一
部
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正
す
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
二

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
三
二

○
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
三
三

○
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
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正
す
る
訓
令
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…
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…
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三
五

そ
　
の
　
他

○
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五

○
山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六

○
山
梨
県
道
路
公
社
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
平
沢
千
野
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
千
野
字
小
山
平
五
五
八
番
の
二
八
地

旧

五
・
八
〜

八
二
・
七

先
か
ら

二
一
・
九

甲
州
市
塩
山
上
粟
生
野
字
長
田
一
一
八
八
番
の
八

地
先
ま
で

一
一
・
七
〜

八
六
・
〇

二
一
・
九

新

五
・
八
〜

四
三
・
〇

二
一
・
三

一
一
・
七
〜

八
六
・
〇

二
一
・
三

山
梨
県
告
示
第
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
大
字
上
萩
原
字
萩
原
山

一
九
〇
・
〇
平
成
二
十
二

道

四
七
八
三
番
の
一
地
先
か
ら

年
二
月
一
日

甲
州
市
塩
山
大
字
上
萩
原
字
萩
原
山

四
七
八
三
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

一
月
二
十
八
日

第
二
千
十
四
号

木　曜　日



山
梨
県
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
大
字
上
粟
生
野
字
柳
田

三
八
二
・
三
平
成
二
十
二

道

一
八
〇
一
番
の
四
地
先
か
ら

年
一
月
二
十

甲
州
市
塩
山
大
字
上
粟
生
野
字
原
道

八
日

下
一
〇
四
九
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
大
字
上
萩
原
字
萩
原
山

八
三
〇
・
〇
平
成
二
十
二

道

四
七
八
三
番
の
一
地
先
か
ら

年
二
月
十
五

甲
州
市
塩
山
大
字
上
萩
原
字
萩
原
山

日

四
七
八
三
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

大
月
上
野
原

上
野
原
市
野
田
尻
字
熊
ノ
久
保
二
九

一
四
〇
・
〇
平
成
二
十
二

線

二
八
番
の
二
地
先
か
ら

年
二
月
十
八

上
野
原
市
野
田
尻
字
熊
ノ
久
保
八
〇

日

八
番
の
三
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所
（
峡
北
支
所
を
除

く
。）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
位
置

甲
斐
市
玉
川
字
堀
之
内
五
九
番
一
一
、
六
〇
番
一

二
　
道
路
の
幅
員

五
・
九
五
メ
ー
ト
ル

三
　
道
路
の
延
長

二
七
・
五
四
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

三
〇



平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
栴
檀
会

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
浅
香
昭
雄

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
西
油
川
町
二
百
九
十
三
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
医
学
、
看
護
学
等
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
に
対
し
て
、
設
立
者
の
所
有
す
る
建

物
を
学
生
寮
と
し
て
開
放
し
、
自
治
を
建
前
と
し
た
学
生
寮
の
運
営
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
学

生
が
将
来
携
わ
る
で
あ
ろ
う
「
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
」
の
み
な
ら
ず
、
残

余
の
諸
活
動
に
も
目
を
向
か
わ
せ
、
結
果
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
得
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
で
、
人
類
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
三
月
十
八
日
ま
で

'

貸
金
業
者
の
業
務
停
止
の
処
分

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
貸
金
業
者
の
業
務
停
止
を
命
じ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
四
条
の
六
の
八
の
規
定
に
基
づ
き

公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
商
号
又
は
名
称
　
ミ
キ
バ
ン
ク

二
　
代
表
者
の
氏
名
　
●
藤
　
誠

三
　
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
三
千
五
百
十
一
番
地

四
　
登
録
番
号
　
山
梨
県
知
事
（
一
）
第
〇
〇
七
一
〇
号

五
　
登
録
年
月
日
　
平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

六
　
処
分
の
年
月
日
　
平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日

七
　
処
分
の
内
容

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
の
六
十
日
間
の
業
務
の
全
部
の
停

止
（
弁
済
の
受
領
に
関
す
る
業
務
、
訴
訟
又
は
調
停
に
応
ず
る
業
務
及
び
山
梨
県
知
事
が
特
に
必
要

と
認
め
た
業
務
を
除
く
。）

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
条
例
第
二
十
六
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
は
、
休
日
が
属
す
る
週
（
条
例
第

四
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
又
は
年
末
年
始
の
休
日
等
が
属
す
る
週
を
い
う
。
以
下

「
当
該
週
」
と
い
う
。）
に
職
員
が
休
日
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
休
日
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
週
に
週
休
日
の
振
替
等
（
県
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
三
条
第
二
項
及
び
学
校
職
員
勤

務
時
間
規
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
週
休
日
の
振
替
等
を
い
う
。）
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り

振
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
休
日
勤
務
し
た
時
間
数
に
相
当
す
る
時
間
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
条
例
第
二
十
三
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
は
、
休
日
が
属
す
る
週
（
条
例
第

四
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
又
は
年
末
年
始
の
休
日
等
が
属
す
る
週
を
い
う
。
以
下

「
当
該
週
」
と
い
う
。）
に
職
員
が
休
日
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
休
日
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
週
に
週
休
日
の
振
替
等
（
県
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
週
休

日
の
振
替
等
を
い
う
。）
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
休
日
勤
務
し
た
時
間

数
に
相
当
す
る
時
間
と
す
る
。

附
　
則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
イ
a
中
「
八
時
間
」
を
「
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期

付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の

時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
一

週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

二
　
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

百
五
十
五
時
間
に
条
例
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
不
斉

一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た

時
間
数
を
、
七
時
間
四
十
五
分
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）

第
十
条
第
二
項
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
四
項
第
一
号
中
「
掲
げ
る
日
数
」
を
「
定
め
る

日
数
」
に
改
め
、
第
一
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
再
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い

う
。
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
第
四
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

を
「
再
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
条
の
三
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご

と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
以
下
「
勤
務
形
態
」
と
い
う
。）
が
変
更
さ
れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の

日
以
後
に
お
け
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
当
該
年
の
初
日
に
当
該
変
更
の
日
の
勤
務
形

態
を
始
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
日
数
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
付
与
日
数
」
と
い
う
。）
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
の
前
年
か
ら

繰
り
越
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
繰
越
日
数
」
と
い
う
。）
を
加

え
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の
初
日
後
に
当
該
変
更
後
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
お
い
て
、

同
日
以
前
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
付
与
日
数
に
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合
は
、
二
十
日
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
調
整
後
の
付
与
日
数
」
と
い
う
。）
に
繰
越
日
数
を
加
え
て
得
た

日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該
変
更
の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減

じ
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の
初
日
後
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は

当
該
勤
務
形
態
を
始
め
た
日
に
お
い
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
調
整
後
の
付
与
日
数
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合

は
、
二
十
日
と
す
る
。）
に
繰
越
日
数
を
加
え
て
得
た
日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該
変
更
の
日

の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
と
す
る
。

一
　
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の

職
員
が
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る

育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。）
を
始
め

る
場
合
、
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
斉

一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤

務
若
し
く
は
斉
一
型
短
時
間
勤
務（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
の
う
ち
、

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を

い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を
終
え
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
の
勤

務
日
の
日
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
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梨
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率
二
　
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の

職
員
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
以
外
の
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
斉
一

型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。）
を
始
め
る
場
合
、
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育

児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定

に
よ
る
短
時
間
勤
務
の
う
ち
斉
一
型
短
時
間
勤
務
以
外
の
も
の
を
終
え
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変

更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
一

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

三
　
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始

め
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務

形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
七
時
間
四
十
五
分
と
み
な
し
た

場
合
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

四
　
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始

め
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
七
時
間
四
十

五
分
と
み
な
し
た
場
合
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に

お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
算
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
直
近
の
勤
務
形
態
の

変
更
の
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
の
日
の
前
日
に
お
け
る
年
次

有
給
休
暇
の
日
数
を
下
回
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
変
更
の
日
の
前
日
に

お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
は
、
一
日
を
単
位
」
を
「
の
単
位
は
、
一
日
」
に
改
め
、「
場
合
に
は
」
を

「
と
き
は
」
に
改
め
、「
半
日
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て

は
、
一
日
）
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
八
時
間
」

を
「
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
掲
げ
る
時
間
数
」
を
「
定
め
る
時
間
数
」
に
改

め
、
同
号
イ
中
「
又
は
第
四
号
　
四
時
間
」
を
、「

三
時
間
五
十
五
分
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
五

時
間
」
を
「
四
時
間
五
十
五
分
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「

四
・
八
時
間
」
を
「
又
は
第
四
号
　
七
時

間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
前
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
を
除

く
。）

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
一
分
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
時
間
）

四
　
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

を
除
く
。）
七
時
間
四
十
五
分

第
十
二
条
中
第
四
項
を
第
二
項
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
　

時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
子
の
看
護
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
十
二
条
第
二
　

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
　

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
配
偶
者
出
産
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
十
二
条
第
　

二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
　

十
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員
で
あ
　

っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
に
半
日
の
端
数
が
あ
る
も
の
の
施
行
日

以
後
の
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
　

日
の
前
日
ま
で
の
間
の
半
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
を
休
憩
時
間
を
は
さ
ん
で
前
半
の
場
合
に
は
　

三
時
間
三
十
分
の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
と
、
休
憩
時
間
を
は
さ
ん
で
後
半
の
場
合
に
は
四
時
間
三
　

十
分
の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
得
ら
れ
る
同
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
　

残
日
数
と
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
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山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期

付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の

時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の

一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

二
　
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

百
五
十
五
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
不
斉

一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た

時
間
数
を
、
七
時
間
四
十
五
分
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）

第
九
条
第
二
項
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
四
項
第
一
号
中
「
掲
げ
る
日
数
」
を
「
定
め
る

日
数
」
に
改
め
、
第
一
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
再
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い

う
。
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
第
四
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

を
「
再
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
条
の
三
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご

と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
以
下
「
勤
務
形
態
」
と
い
う
。）
が
変
更
さ
れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の

日
以
後
に
お
け
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
当
該
年
の
初
日
に
当
該
変
更
の
日
の
勤
務
形

態
を
始
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
日
数
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
付
与
日
数
」
と
い
う
。）
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
の
前
年
か
ら

繰
り
越
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
繰
越
日
数
」
と
い
う
。）
を
加

え
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の
初
日
後
に
当
該
変
更
後
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
お
い
て
、

同
日
以
前
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
付
与
日
数
に
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合
は
、
二
十
日
と

す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
調
整
後
の
付
与
日
数
」
と
い
う
。）
に
繰
越
日
数
を
加
え
て
得
た

日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該
変
更
の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減

じ
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の
初
日
後
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は

当
該
勤
務
形
態
を
始
め
た
日
に
お
い
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
調
整
後
の
付
与
日
数
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合

は
、
二
十
日
と
す
る
。）
に
繰
越
日
数
を
加
え
て
得
た
日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該
変
更
の
日

の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
と
す
る
。

一
　
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の

職
員
が
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る

育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。）
を
始
め

る
場
合
、
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
斉

一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤

務
若
し
く
は
斉
一
型
短
時
間
勤
務（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
の
う
ち
、

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を

い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を
終
え
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
の
勤

務
日
の
日
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
率

二
　
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の

職
員
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
以
外
の
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
斉
一

型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。）
を
始
め
る
場
合
、
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育

児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定

に
よ
る
短
時
間
勤
務
の
う
ち
斉
一
型
短
時
間
勤
務
以
外
の
も
の
を
終
え
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変

更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
一

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

三
　
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始

め
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務

形
態
の
変
更
前
に
お
け
る
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
七
時
間
四
十
五
分
と
み
な
し
た

場
合
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

四
　
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始

め
る
場
合
　
勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
七
時
間
四
十

五
分
と
み
な
し
た
場
合
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
前
に

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

三
四



お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
算
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
直
近
の
勤
務
形
態
の

変
更
の
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
当
該
勤
務
形
態
の
変
更
の
日
の
前
日
に
お
け
る
年
次

有
給
休
暇
の
日
数
を
下
回
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
変
更
の
日
の
前
日
に

お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
は
、
一
日
を
単
位
」
を
「
の
単
位
は
、
一
日
」
に
改
め
、「
場
合
に
は
」
を

「
と
き
は
」
に
改
め
、「
半
日
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て

は
、
一
日
）
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
　

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
を
も
つ
て
一
日
と
す
る
。

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
八
時
間
」
を
「
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
掲

げ
る
時
間
数
」
を
「
定
め
る
時
間
数
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
又
は
第
四
号
　
四
時
間
」
を
「

三
時

間
五
十
五
分
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
五
時
間
」
を
「
四
時
間
五
十
五
分
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

「

四
・
八
時
間
」
を
「
又
は
第
四
号
　
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
前
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
を
除

く
。）
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
一
分
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
時
間
）

四
　
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

を
除
く
。）
七
時
間
四
十
五
分

第
十
一
条
中
第
三
項
を
第
二
項
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一

時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
子
の
看
護
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
十
一
条
第
二
　

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
　

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
配
偶
者
出
産
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
十
一
条
第
　

二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
休
暇
の
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数

に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
す
べ
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
第
　

十
一
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員
で
あ
　

っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
に
半
日
の
端
数
が
あ
る
も
の
の
施
行
日

以
後
の
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

日
の
前
日
ま
で
の
間
の
半
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
を
四
時
間
の
年
次
有
給
休
暇
の
使
用
と
み
な

し
て
得
ら
れ
る
同
日
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
と
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
十
八
号
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専

決
規
程
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

そ
　
の
　
他

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規
程
第
二
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
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専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者

山
梨
県
農
政
部
長
　
　
笹
　
　
本
　
　
英
　
　
一

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
（
平
成
二
十
年
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規

程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
の
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
二
年
度
入
学
生
に
係
る
特
例
措
置
）

２
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
養
成
科
の
項
中
「
三
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
名
」
と
、

「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
名
」
と
す
る
。

３
　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
養
成
科
の
項
中
「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
名
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
森
　
　
屋
　
　
　
　
　
宏

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
午
後
五
時
三
十
分
」
を
「
午
後
五
時
十
五
分
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

'

山
梨
県
道
路
公
社
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
告
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
三
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
（
事
前
審
査
型
）
を
行
う
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
　
　
新
　
　
藤
　
　
康
　
　
二

一
　
一
般
競
争
入
札
（
事
前
審
査
型
）
に
付
す
る
事
項

１
　
業
務
名

平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
　
富
士
山
有
料
道
路
料
金
徴
収
業
務
委
託

２
　
業
務
場
所

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
剣
丸
尾
地
内
　
富
士
山
有
料
道
路
料
金
所

３
　
業
務
委
託
の
内
容

ア
　
通
行
者
か
ら
の
通
行
料
金
の
徴
収
、
保
管
及
び
払
い
込
み

イ
　
適
正
な
数
の
入
口
、
出
口
の
車
線
開
放

ウ
　
通
行
券
等
の
保
管
、
管
理

エ
　
回
数
券
の
販
売

オ
　
回
数
券
の
販
売
に
よ
り
徴
収
し
た
現
金
の
保
管
及
び
払
い
込
み

カ
　
各
種
帳
票
に
よ
る
通
行
台
数
、
通
行
料
金
、
回
数
券
売
上
等
の
報
告

キ
　
交
通
事
故
、
災
害
等
非
常
事
態
発
生
時
の
連
絡
及
び
処
置
協
力

ク
　
強
行
突
破
車
両
、
通
行
不
適
格
車
両
、
料
金
支
払
不
能
者
等
に
対
す
る
処
理

ケ
　
道
路
の
巡
回
補
助

コ
　
道
路
情
報
板
の
操
作

サ
　
宿
直
業
務

シ
　
営
業
区
間
、
営
業
時
間
、
料
金
等
の
看
板
の
掲
示

ス
　
交
通
量
調
査
（
六
、
九
、
十
、
十
一
月
）

セ
　
富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
が
発
注
す
る
業
務
に
お
い
て
必
要
と
な
る
数
量
の
確
認
業
務

（
し
尿
、
融
雪
剤
、
路
面
補
修
材
、
燃
料
、
ト
イ
レ
清
掃
回
数
、
道
路
清
掃
回
数
、
交
通
整
　

理
員
人
数
、
そ
の
他
）

ソ
　
冬
季
に
お
け
る
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
関
連
業
者
の
営
業
前
及
び
営
業
終
了
後
通
行
の
対
応

タ
　
そ
の
他
公
社
業
務
に
関
す
る
協
力

（
電
話
対
応
、
各
種
調
査
、
Ｐ
Ｒ
、
環
境
整
備
、
道
路
案
内
等
）

４
　
委
託
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
〇
時
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
二
十
四
時
ま
で

５
　
営
業
時
間

特
記
仕
様
書
に
よ
る

二
　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格

山
梨
県
に
お
け
る
土
木
施
設
の
維
持
管
理
業
務
又
は
警
備
業
務
に
係
わ
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の

認
定
を
既
に
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
条
件
を
全
て
満
た
し
た
者
で
あ
っ
て
、
今
回
、

山
梨
県
公
報
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山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
よ
り
、
対
象
業
務
に
係
る
入
札
参
加
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ

と
。

１
　
山
梨
県
内
に
本
店
又
は
支
店
、
営
業
所
等
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

３
　
警
備
業
法
第
四
条
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
、
か
つ
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す

る
業
務
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
。

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
る
見
込
み
の
あ
る
者
を
含
む
。）

４
　
別
紙
に
掲
げ
る
、
所
定
の
要
件
を
満
た
す
者
（
以
下
「
配
置
予
定
実
務
経
験
者
」
と
い
う
。）

を
契
約
期
間
中
配
置
で
き
る
こ
と
。

５
　
入
札
の
日
以
前
六
月
以
内
に
手
形
及
び
小
切
手
の
不
渡
り
を
出
し
た
者
で
な
い
こ
と
。

６
　
入
札
の
日
に
お
い
て
不
渡
り
に
よ
る
取
引
停
止
処
分
を
受
け
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で

な
い
こ
と
。

７
　
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
正
手
続
開
始
の
申
し
立
て
、

又
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申

し
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
（
更
正
手
続
開
始
又
は
民
事
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
、

入
札
参
加
申
請
締
切
日
ま
で
に
競
争
入
札
参
加
資
格
の
再
認
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。）
で
な
い

こ
と
。

８
　
「
山
梨
県
建
設
工
事
請
負
契
約
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
領
」
に
基
づ
く
指
名
停
止
を
受
け

て
い
る
日
が
含
ま
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

９
　
山
梨
県
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
作
成
要
領
、
設
計
図
書
の
配
布

１
　
配
布
期
間
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
（
木
）
〜
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
（
金
）
ま

で
。

２
　
配
布
方
法
　
下
記
に
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

山
梨
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
。）

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）http://w

w
w
.nns.ne.jp/ass/tollgate/index2.htm

l

四
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
等
の
受
付
期
間
及
び
提
出
方
法

１
　
受
付
期
間
　
平
成
二
十
二
年
二
月
四
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

の
「
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
」（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日

（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

２
　
提
出
書
類

次
の
提
出
書
類
を
各
一
部
提
出
す
る
こ
と
。

・
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
（
様
式
１
）

・
警
備
業
認
定
証
、
申
請
書
及
び
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
写
し

・
配
置
予
定
実
務
経
験
者
の
経
験
（
様
式
２
（
添
付
資
料
含
む
。））

・
配
置
予
定
実
務
経
験
者
が
明
記
で
き
な
い
場
合
は
業
務
受
託
開
始
十
五
日
前
ま
で
に
配
置
予
　

定
実
務
経
験
者
を
確
保
す
る
旨
の
誓
約
書
（
様
式
自
由
）

３
　
提
出
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…tollgate@

nns.ne.jp

た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
こ
と
を
電
話
に
よ
り
五
の
１
の
担
当
者
に
連

絡
し
、
間
違
い
な
く
到
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

五
　
問
い
合
わ
せ
先

１
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
等
の
記
載
方
法
に
関
す
る
事
項

山
梨
県
道
路
公
社
　
道
路
管
理
課
　
管
理
担
当

電
話
番
号
…
〇
五
五
│
二
二
六
│
三
八
三
五

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…tollgate@

nns.ne.jp

２
　
設
計
書
の
内
容
に
関
す
る
事
項

電
子
メ
ー
ル
で
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
に
質
問
す
る
こ
と
。

な
お
、
質
問
に
対
し
て
は
、
各
質
問
書
提
出
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
日
後
（
た
だ
し
、
県

の
休
日
を
除
く
。）
か
ら
入
札
の
前
日
ま
で
、
そ
の
回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

六
　
入
札
参
加
資
格
の
確
認
結
果
通
知

１
　
入
札
参
加
資
格
の
確
認
は
、
申
請
書
及
び
資
料
の
提
出
期
限
の
日
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
結
果
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
（
金
）
に
通
知
す
る
。

２
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
を
審
査
し
た
結
果
、入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
に
は
、

「
入
札
参
加
資
格
確
認
通
知
書
」
に
そ
の
理
由
を
付
し
て
通
知
す
る
。

七
　
苦
情
申
し
立
て

１
　
入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
が
、
入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
た
理
由
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
場
合
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
に
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
立
て
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
こ
と
を
電
話
に
よ
り
五
の
１
の
担
当
者
に
連
絡
し
、
間
違

い
な
く
到
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

２
　
山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
は
、
１
の
手
続
き
に
よ
り
詳
細
な
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
原

則
と
し
て
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
（
火
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
回
答
す
る
。

八
　
入
札
手
続
等

１
　
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
十
時

山
梨
県
道
路
公
社
本
社

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

三
七



甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
四
番
十
三
号
　
ダ
イ
タ
ビ
ル
二
Ｆ
会
議
室

電
話
番
号
…
〇
五
五
│
二
二
六
│
三
八
三
五

２
　
落
札
の
効
果

本
入
札
に
お
け
る
落
札
の
効
果
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
平
成
二
十
二
年
度
予
算
発
効

時
に
お
い
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
新
年
度
予
算
の
効
力
が
発
生
す
る
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
に
当
該
落
札
予
定
者
を
落
札
者
と
し
て
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
入
札
方
法

入
札
参
加
者
は
入
札
の
執
行
に
先
立
ち
、
山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
が
入
札
参
加
資
格
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
通
知
の
写
し
を
入
札
執
行
担
当
職
員
に
提
出
す
る
こ
と
。

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相

当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金

額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４
　
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
無
い
者
の
行
っ
た
入
札
、
申
請
書
又
は
資
料
に
虚
偽
の

記
載
を
し
た
者
の
行
っ
た
入
札
及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札
は
無
効
と
す
る
。

な
お
、
入
札
参
加
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
入
札
時
に
お
い
て
「
二
」
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
者
の
行
っ
た
入
札
は
無
効
と
す
る
。

５
　
入
札
執
行
回
数
は
二
回
ま
で
と
す
る
。（
二
回
行
っ
て
落
札
者
が
な
い
場
合
は
、
最
低
価
格
入

札
者
と
協
議
を
す
る
場
合
が
あ
る
。）

６
　
入
札
に
際
し
、
委
託
費
内
訳
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
委
託
費
内
訳
書
の
様
式
は
自
由
で
あ
る
が
、

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
項
目
毎
に
数
量
、
単
価
及
び
金
額
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
委

託
費
内
訳
書
に
お
い
て
、
数
量
、
単
価
の
明
示
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
明
細
書
又
は
単
価
表
を

添
付
す
る
こ
と
。

７
　
入
札
参
加
者
は
、
競
争
契
約
入
札
心
得
及
び
仕
様
書
等
を
熟
読
し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
。

九
　
支
払
条
件

前
金
払
は
適
用
し
な
い
。
一
箇
月
に
一
回
の
精
算
払
い
と
す
る
。

十
　
そ
の
他

１
　
落
札
者
が
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
「
二
」
に
掲
げ
た
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
う
ち
、
一

つ
で
も
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
契
約
を
締
結
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
山
梨

県
道
路
公
社
は
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
最
低
制
限
価
格
　
無
し

３
　
入
札
保
証
金
　
免
除

４
　
契
約
保
証
金
　
契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
を
納
付
。

５
　
契
約
書
作
成
の
要
否
　
要

６
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
作
成
説
明
会
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
わ
な
い
。

７
　
現
場
説
明
会
は
行
わ
な
い
。

８
　
落
札
者
は
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
に
記
載
し
た
配
置
予
定
実
務
経
験
者
を
、
対
象
業
務
へ
配

置
す
る
こ
と
。

９
　
落
札
者
は
配
置
予
定
実
務
経
験
者
を
含
め
た
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
人
員
（
以
下
「
料
金
所
員
」

と
い
う
。）
の
氏
名
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
契
約
締
結
の
十
五
日
前
ま
で
に
委
託
者
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

１０
　
落
札
者
は
業
務
実
施
体
制
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
業
務
実
施
計
画
書
を
、
契
約
締
結

の
十
五
日
前
ま
で
に
委
託
者
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

１１
　
業
務
受
託
開
始
十
五
日
前
ま
で
に
料
金
所
員
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
当
該
契
約
は
解
除
と

な
り
、
落
札
者
は
委
託
者
に
対
し
委
託
契
約
書
の
条
項
に
基
づ
く
違
約
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

１２
　
落
札
者
は
、
自
己
の
費
用
で
受
託
業
務
が
直
ち
に
円
滑
に
執
行
で
き
る
よ
う
必
要
な
研
修
・
引

継
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

１３
　
営
業
時
間
等
の
条
件
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
契
約
変
更
の
対
象
と
す
る
。

１４
　
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を
行
っ
た
者
は
、
二
の
２
及
び
５
〜
９
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ

と
を
誓
約
し
た
も
の
と
見
な
す
。

１５
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者
又
は
入
札
参
加
資
格
申
請
時
に
二
の
２
及

び
５
〜
９
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
指
名
停
止

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

１６
　
談
合
の
禁
止
及
び
談
合
に
対
す
る
契
約
解
除
・
違
約
金
規
定

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
談
合
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
契
約
後
に
談
合
の

事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
条
項
に
基
づ
き
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
あ
り
、
契

約
者
は
委
託
者
に
対
し
委
託
契
約
書
の
条
項
に
基
づ
く
談
合
に
対
す
る
違
約
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

１７
　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
資
料
は
、
当
方
に
お
い
て
公
表
し
又
は
無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
し

な
い
。

１８
　
長
期
継
続
契
約

こ
の
公
告
に
係
る
入
札
の
結
果
、
落
札
者
と
の
間
で
締
結
す
る
こ
と
と
な
る
契
約
は
、
山
梨
県

道
路
公
社
会
計
規
程
第
七
十
二
条
の
二
十
三
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。
翌
年
度
以
降
に

お
い
て
当
該
契
約
に
係
る
予
算
の
減
額
又
は
削
除
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
あ
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
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八



山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
四
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
（
事
前
審
査
型
）
を
行
う
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
　
　
新
　
　
藤
　
　
康
　
　
二

一
　
一
般
競
争
入
札
（
事
前
審
査
型
）
に
付
す
る
事
項

１
　
業
務
名

平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
　
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
料
金
徴
収
及
び
監
視
業
務
委
託

２
　
業
務
場
所

山
梨
市
三
富
川
浦
地
内
　
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
料
金
所
及
び
管
理
事
務
所

３
　
業
務
委
託
の
内
容

ア
　
通
行
料
金
等
の
収
受
、
通
行
料
金
等
・
回
数
券
の
保
管

イ
　
回
数
券
の
販
売
、
通
行
料
金
等
の
払
い
込
み

ウ
　
日
常
報
告

エ
　
緊
急
報
告

オ
　
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応

カ
　
監
視
装
置
及
び
計
測
装
置
に
よ
る
道
路
状
況
の
監
視

キ
　
設
備
の
監
視

ク
　
平
常
時
の
設
備
の
運
転

ケ
　
道
路
の
巡
視

コ
　
事
故
予
防
措
置
上
必
要
な
現
場
対
応

サ
　
そ
の
他
管
理
上
必
要
な
事
項

４
　
委
託
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
〇
時
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
二
十
四
時
ま
で

５
　
業
務
の
時
間

ア
　
料
金
徴
収
　
営
業
時
間
　
通
年
二
十
四
時
間
営
業

イ
　
中
央
監
視
設
備
に
よ
る
監
視
・
制
御
　
二
十
四
時
間

ウ
　
道
路
の
巡
視
等
　
二
十
四
時
間
（
監
視
補
助
を
含
む
）

二
　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格

山
梨
県
に
お
け
る
土
木
施
設
の
維
持
管
理
業
務
又
は
警
備
業
務
に
係
わ
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の

認
定
を
既
に
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
条
件
を
全
て
満
た
し
た
者
で
あ
っ
て
、
今
回
、

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
よ
り
、
対
象
業
務
に
係
る
入
札
参
加
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ

と
。

１
　
山
梨
県
内
に
本
店
又
は
支
店
、
営
業
所
等
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

３
　
警
備
業
法
第
四
条
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
、
か
つ
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す

る
業
務
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
。

（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
る
見
込
み
の
あ
る
者
を
含
む
。）

４
　
料
金
徴
収
業
務
に
つ
い
て
、
別
紙
に
掲
げ
る
所
定
の
要
件
を
満
た
す
者
（
以
下
「
配
置
予
定
実

務
経
験
者
」
と
い
う
。）
を
契
約
期
間
中
配
置
で
き
る
こ
と
。

５
　
監
視
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
日
三
交
代
で
以
下
の
監
視
員
一
名
以
上
、
監
視
補
助
員
（
巡
視
員
）

一
名
以
上
、
計
一
組
二
名
以
上
を
契
約
期
間
中
配
置
で
き
る
こ
と
。

ア
　
監
視
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
者
。

・
道
路
公
共
施
設
又
は
民
間
建
築
物
等
の
監
視
装
置
に
よ
る
監
視
業
務
の
実
務
経
験
が
過
去
に

通
算
し
て
一
年
以
上
の
者
。

・
第
三
級
以
上
の
陸
上
特
殊
無
線
技
士
。

イ
　
監
視
補
助
員
（
巡
視
員
）
は
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
者
。

・
交
通
誘
導
警
備
業
務
に
係
る
一
級
検
定
合
格
警
備
員
又
は
二
級
検
定
合
格
警
備
員
。

・
監
視
員
の
う
ち
交
通
誘
導
警
備
業
務
に
係
る
一
級
検
定
合
格
警
備
員
又
は
二
級
検
定
合
格
警

備
員
の
資
格
を
有
す
る
者
。

６
　
入
札
の
日
以
前
六
月
以
内
に
手
形
及
び
小
切
手
の
不
渡
り
を
出
し
た
者
で
な
い
こ
と
。

７
　
入
札
の
日
に
お
い
て
不
渡
り
に
よ
る
取
引
停
止
処
分
を
受
け
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で

な
い
こ
と
。

８
　
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
正
手
続
開
始
の
申
し
立
て
、

又
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
民
事
再
生
手
続
開
始
の
申

し
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
（
更
正
手
続
開
始
又
は
民
事
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
後
、

入
札
参
加
申
請
締
切
日
ま
で
に
競
争
入
札
参
加
資
格
の
再
認
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。）
で
な
い

こ
と
。

９
　
「
山
梨
県
建
設
工
事
請
負
契
約
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
領
」
に
基
づ
く
指
名
停
止
を
受
け

て
い
る
日
が
含
ま
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

１０

山
梨
県
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
作
成
要
領
、
設
計
図
書
の
配
布

１
　
配
布
期
間
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
（
木
）
〜
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
（
金
）
ま

で
。

２
　
配
布
方
法
　
下
記
に
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

山
梨
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
。）

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）http://w

w
w
.nns.ne.jp/ass/tollgate/index2.htm

l

四
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
等
の
受
付
期
間
及
び
提
出
方
法

１
　
受
付
期
間
　
平
成
二
十
二
年
二
月
四
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日
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の
「
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
」（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日

（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

２
　
提
出
書
類

次
の
提
出
書
類
を
各
一
部
提
出
す
る
こ
と
。

・
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
（
様
式
１
）

・
警
備
業
認
定
証
、
申
請
書
及
び
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
写
し

・
配
置
予
定
実
務
経
験
者
の
経
験
（
様
式
２
（
添
付
資
料
含
む
。））

・
配
置
予
定
実
務
経
験
者
が
明
記
で
き
な
い
場
合
は
業
務
受
託
開
始
十
五
日
前
ま
で
に
配
置
予

定
実
務
経
験
者
を
確
保
す
る
旨
の
誓
約
書
（
様
式
自
由
）

３
　
提
出
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…tollgate@

nns.ne.jp

た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
こ
と
を
電
話
に
よ
り
五
の
１
の
担
当
者
に
連

絡
し
、
間
違
い
な
く
到
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

五
　
問
い
合
わ
せ
先

１
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
等
の
記
載
方
法
に
関
す
る
事
項

山
梨
県
道
路
公
社
　
道
路
管
理
課
　
管
理
担
当

電
話
番
号
…
〇
五
五
│
二
二
六
│
三
八
三
五

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…tollgate@

nns.ne.jp

２
　
設
計
書
の
内
容
に
関
す
る
事
項

電
子
メ
ー
ル
で
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
に
質
問
す
る
こ
と
。

な
お
、
質
問
に
対
し
て
は
、
各
質
問
書
提
出
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
日
後
（
た
だ
し
、
県

の
休
日
を
除
く
。）
か
ら
入
札
の
前
日
ま
で
、
そ
の
回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

六
　
入
札
参
加
資
格
の
確
認
結
果
通
知

１
　
入
札
参
加
資
格
の
確
認
は
、
申
請
書
及
び
資
料
の
提
出
期
限
の
日
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
結
果
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
（
金
）
に
通
知
す
る
。

２
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
を
審
査
し
た
結
果
、入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
に
は
、

「
入
札
参
加
資
格
確
認
通
知
書
」
に
そ
の
理
由
を
付
し
て
通
知
す
る
。

七
　
苦
情
申
し
立
て

１
　
入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
が
、
入
札
参
加
資
格
が
な
い
と
認
め
た
理
由
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
場
合
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
に
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
立
て
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
こ
と
を
電
話
に
よ
り
五
の
１
の
担
当
者
に
連
絡
し
、
間
違

い
な
く
到
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

２
　
山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
は
、
１
の
手
続
き
に
よ
り
詳
細
な
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
原

則
と
し
て
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
（
火
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
回
答
す
る
。

八
　
入
札
手
続
等

１
　
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
十
一
時

山
梨
県
道
路
公
社
本
社

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
四
番
十
三
号
　
ダ
イ
タ
ビ
ル
二
Ｆ
会
議
室

電
話
番
号
…
〇
五
五
│
二
二
六
│
三
八
三
五

２
　
落
札
の
効
果

本
入
札
に
お
け
る
落
札
の
効
果
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
平
成
二
十
二
年
度
予
算
発
効

時
に
お
い
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
新
年
度
予
算
の
効
力
が
発
生
す
る
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
に
当
該
落
札
予
定
者
を
落
札
者
と
し
て
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
入
札
方
法

入
札
参
加
者
は
入
札
の
執
行
に
先
立
ち
、
山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長
が
入
札
参
加
資
格
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
通
知
の
写
し
を
入
札
執
行
担
当
職
員
に
提
出
す
る
こ
と
。

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相

当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金

額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４
　
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
無
い
者
の
行
っ
た
入
札
、
申
請
書
又
は
資
料
に
虚
偽
の

記
載
を
し
た
者
の
行
っ
た
入
札
及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札
は
無
効
と
す
る
。

な
お
、
入
札
参
加
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
入
札
時
に
お
い
て
「
二
」
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
者
の
行
っ
た
入
札
は
無
効
と
す
る
。

５
　
入
札
執
行
回
数
は
二
回
ま
で
と
す
る
。（
二
回
行
っ
て
落
札
者
が
な
い
場
合
は
、
最
低
価
格
入

札
者
と
協
議
を
す
る
場
合
が
あ
る
。）

６
　
入
札
に
際
し
、
委
託
費
内
訳
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
委
託
費
内
訳
書
の
様
式
は
自
由
で
あ
る
が
、

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
項
目
毎
に
数
量
、
単
価
及
び
金
額
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
委
託
費
内
訳
書
に
お
い
て
、
数
量
、
単
価
の
明
示
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
明
細
書
又

は
単
価
表
を
添
付
す
る
こ
と
。

７
　
入
札
参
加
者
は
、
競
争
契
約
入
札
心
得
及
び
仕
様
書
等
を
熟
読
し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
。

九
　
支
払
条
件

前
金
払
は
適
用
し
な
い
。
一
箇
月
に
一
回
の
精
算
払
い
と
す
る
。
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梨
県
公
報
　
　
第
二
千
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

四
〇



十
　
そ
の
他

１
　
落
札
者
が
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
「
二
」
に
掲
げ
た
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
う
ち
、
一

つ
で
も
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
契
約
を
締
結
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
山
梨

県
道
路
公
社
は
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
最
低
制
限
価
格
　
無
し

３
　
入
札
保
証
金
　
免
除

４
　
契
約
保
証
金
　
契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
を
納
付
。

５
　
契
約
書
作
成
の
要
否
　
要

６
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
作
成
説
明
会
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
行
わ
な
い
。

７
　
現
場
説
明
会
は
行
わ
な
い
。

８
　
落
札
者
は
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
に
記
載
し
た
配
置
予
定
実
務
経
験
者
を
、
対
象
業
務
へ
配

置
す
る
こ
と
。

９
　
落
札
者
は
配
置
予
定
実
務
経
験
者
を
含
め
た
業
務
従
事
者
の
氏
名
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
契

約
締
結
の
十
五
日
前
ま
で
に
委
託
者
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

１０
　
落
札
者
は
業
務
実
施
体
制
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
業
務
実
施
計
画
書
を
、
契
約
締
結

の
十
五
日
前
ま
で
に
委
託
者
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

１１
　
業
務
受
託
開
始
十
五
日
前
ま
で
に
配
置
予
定
実
務
経
験
者
を
含
め
た
業
務
従
事
者
を
確
保
で
き

な
い
場
合
は
、
当
該
契
約
は
解
除
と
な
り
、
落
札
者
は
委
託
者
に
対
し
委
託
契
約
書
の
条
項
に
基

づ
く
違
約
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１２
　
落
札
者
は
、
自
己
の
費
用
で
受
託
業
務
が
直
ち
に
円
滑
に
執
行
で
き
る
よ
う
必
要
な
研
修
・
引

継
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

１３
　
営
業
時
間
等
の
条
件
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
契
約
変
更
の
対
象
と
す
る
。

１４
　
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を
行
っ
た
者
は
、
二
の
２
、
３
及
び
６
〜
１０
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ

る
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
と
見
な
す
。

１５
　
入
札
参
加
資
格
確
認
資
料
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者
又
は
入
札
参
加
資
格
申
請
時
に
二
の
２
、

３
及
び
６
〜
１０
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
指
名

停
止
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

１６
　
談
合
の
禁
止
及
び
談
合
に
対
す
る
契
約
解
除
・
違
約
金
規
定

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
談
合
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
契
約
後
に
談
合
の

事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
委
託
契
約
書
の
条
項
に
基
づ
き
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

あ
り
、
契
約
者
は
委
託
者
に
対
し
委
託
契
約
書
の
条
項
に
基
づ
く
談
合
に
対
す
る
違
約
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１７
　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
資
料
は
、
当
方
に
お
い
て
公
表
し
又
は
無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
し

な
い
。

１８
　
長
期
継
続
契
約

こ
の
公
告
に
係
る
入
札
の
結
果
、
落
札
者
と
の
間
で
締
結
す
る
こ
と
と
な
る
契
約
は
、
山
梨
県

道
路
公
社
会
計
規
程
第
七
十
二
条
の
二
十
三
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。
翌
年
度
以
降
に

お
い
て
当
該
契
約
に
係
る
予
算
の
減
額
又
は
削
除
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
あ
る
。
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